
ジョルダン形式 

 固有値の重複度は同じでも、ジョルダンブロックの個数と次数は A の構造によって異な

る。 

→λI − Aのランクがn − pであると、λについての線形独立な固有ベクトルが p本ある。また

この固有ベクトルに対応して p個のジョルダンブロックが存在する。 

 そこでまず、Aを次のように分類する。すべての固有値λについて、λI − Aのランクがn − 1 

となる行列を非縮退行列、ランクが n − 2以下となる固有値が一つでも存在する行列を縮

退行列と呼ぶ。 

（a） 非縮退行列の場合 

(𝜆𝐼 − 𝐴)𝑣1 = 0 

(𝜆𝐼 − 𝐴)𝑣2 = −𝑣1 

⋮ 

(𝜆𝐼 − 𝐴)𝑣𝑟 = −𝑣𝑟−1 

𝑇(𝜆) = (𝑣1, 𝑣2,⋯ , 𝑣𝑟 ) 

この手順を𝜆1~𝜆𝑙について実行し𝑇(𝜆1)~𝑇(𝜆𝑙)をつくると 

𝑇 = [𝑇(𝜆1),⋯ , 𝑇(𝜆𝑙)] 

がジョルダン形式への変換行列になり、ジョルダン形式は 

𝑇−1𝐴𝑇 = 𝐽 = [
𝐽𝑟1(𝜆1) 0

⋱
0 𝐽𝑟𝑙(𝜆𝑙)

] 

(b)縮退行列の場合 

この場合には、ある固有値𝜆についてλI − Aのランクがn − p(ｐ ≥ 2)となり、その固有値に

ついて p個のジョルダンブロックが存在する。各ジョルダンブロックの次数や変換行列𝑇 

は試行錯誤的に求めることができる 
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